
Visionary 2025/2030

「Visionary 2025」前倒し達成のハイライト

「Visionary 2025」を経た「三つのミ」

PPIHグループの経営戦略（Visionary 2030）
　2024年6月期は、中長期経営計画「Visionary 2025」で掲げた売上高2兆円、営業利益1,200億円、営業利益率6％
を、1年前倒しで達成しました。継続的成長を続け、2019年6月期からの5年間で営業利益2倍以上を実現しています。

 �「Visionary 2030」の達成目標（営業利益2,000億円）について、従来の「営業利益2,000億円が見えてきた」から 
「営業利益2,000億円への実行ステージ」にスタンスを変更
 �2024年6月期の営業利益1,402億円が発射台となり、6年で600億円の積み上げをめざす
 �「Visionary 2025」を経たPPIHの「三つのミ」による、短期的～中期的な溢れ出る成長戦略

2兆951億円 6年で営業利益600億円の積み上げ
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ディスカウント
事業

＋270億円
PB/OEM、インバ
ウンド、顧客獲得、
新規出店などの重
点戦略による成長

● インフレにも強いビジネスモデル
● 新規業態創造への挑戦
● リアル店舗の魅力を全面に（ECにはない魅力） ● アプリ会員の活用　● 新規顧客開拓

● LTV※の向上
※Life Time Value：顧客生涯価値

● PB/OEM　● 当社ならではのMD（○○ならドンキ）
● 在庫管理、回転率向上　● インバウンド　● 生産性の向上

GMS事業

＋100億円
非食品カテゴリー
の強化による新規
顧客層の獲得によ
る成長

北米事業

＋120億円
新規出店による事
業規模の拡大で成
長

アジア事業

＋50億円
安定した収益店舗
を複数創出、不採算
店舗の方向性も固
まる

その他事業

＋60億円
金融事業の再構築
による成長など

「見」えて きたもの 「未」達のもの「身」に付いたもの

これからも成長に自信
2025年6月期のエンジン。

これからの成長機会。2027年6月期に
新たな稼ぎ頭として利益貢献寄与の見込み。

2025年6月期 から成長に期待。
2026年6月期から営業利益ま たは営業利益率アップに貢献。
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